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※国会は閉会になりましたが疑惑は続いています！
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　1月20日招集された第193回国会は、延長もな
く、６月１８日に150日間の会期を終え、閉会しまし
た。様々な問題が次から次へと出てきた、疑惑だ
らけの国会だったと言えるのでないでしょうか。
　文科省の天下り問題から始まり、南スーダンの
日報廃棄問題、森友学園に対する国有地売却
問題、そして、今なお疑念が深まる一方の、国家

戦略特区を使った加計学園の獣医学部新設問題。そして、審議不十
分、疑問山積のまま「中間報告」という形で強行採決された共謀罪法。
　農林水産関係でも、課題が浮き彫りになりました。今国会では、政府
から８本の法律が提出されましたが、その共通する思想は、ＴＰＰを前
提とした、他国とも勝負できる「強い」農業を目指すものです。その方
向性は、官邸主導の規制改革推進会議などの一部の「有識者」に
よって決められ、現場の声がほとんど反映されることなく、地域社会の
課題解決につながるのかどうか、疑問の残るものでした。
　何よりも、今国会を通じて浮き彫りになったのは、総理や官邸の「ご
意向」が「忖度」され、与党や国会の声を無視した形で物事が決まって
いく政策決定過程の不透明さの問題でした。そして、都合の悪いもの
は、「資料がない」「記憶にない」、必要な書類も「すでに廃棄している」
と、説明責任も果たしていません。公文書管理と情報公開の徹底を求
めるとともに、途中での逃げ切り、幕引きを許さず、しっかりと真相究明
を閉会中も続けていきます。

　皆さんはマラウイ共和
国をご存じですか？
　6月20日、柳沢香枝駐
マラウイ共和国日本国
大使が表敬にお越しに
なられました。
　マラウイは、アフリカの
ザンビア、タンザニア、
モザンビークに挟まれた

内陸国で、九州と北海道を合わせた位の面積。マラウイ
湖というアフリカで３番目に大きな湖に面した国です。
　国民所得も世界最低という国ですが、我が国から経済
的、人的支援がわれています。日本人も約150名が滞在
しているとのこと。私の夫が青年海外協力隊員として赴
任した地でもあります。
　風力発電に挑戦した少年の話「風をつかまえた少年」
は有名ですね。
　様々な課題のある日マラウイ関係の進展のために大使
としての務めを果たされる柳沢大使のご健康とご活躍を
祈念申し上げます。

駐マラウイ共和国日本国大使 表敬訪問 県市町村からの中央要望はじまる！

山形県各地で国政報告会が開催される

　県内各市町村長や
議員の皆さんが、来
年度の政府予算編成
に向けて県選出国会
議員に対する要請活
動のために上京され
ています。

　内容は各地域毎に異なりますが、道路整備や様々な地域
振興のための財政支援などです。地域に力を取り戻すため
には地域の声を大事にすることが重要です。改めてお話を
伺い、実現に向けて私も力を注いで参りたいと思います。
（写真：大蔵村村長、議長、議員の皆様）　

　国会が閉会しました。これまで
も県内各地でお話をさせてい
ただいて参りましたが、その機
会を更に広げていきたいと思っ
ております。お近くで開催の折
には是非ご参加下さい！（写真：
鶴岡西郷地区国政報告会）
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